
  共同研究（若手）の審査基準 
 

1．書類審査 

以下の5つの採点項目を設け、４（最高点）から１（最低点）までの４段階で評価する。 

 

（１） 研究の目的や内容等 

若手主体の挑戦的な研究であり、個人研究の範囲をこえて共同で行う必要性が明ら 

かな研究であること。 

 

（２） 研究組織の妥当性 

プロジェクトの趣旨に沿い、若手研究者を主体として組織されていること、メンバ 

ー構成や各自の役割分担などに関する記載から、研究組織の妥当性を判断する。 

 

（３） 研究計画の妥当性 

研究テーマ、共同研究構成員の役割分担、研究の実施計画などに関する記載から、 

研究計画の妥当性を判断する。 

 

（４） 研究課題の独創性 

期待される成果などに関する記載から、研究課題の独創性や革新性を判断する。 

 

（５） 研究課題の発展性、成果アウトプットへの期待 

期待される成果や関連プロジェクトなどに関する記載から、研究課題の発展性を判 

断する。本共同研究に応募した課題を発展させて、共同研究構成員が新たなプロジ 

ェクト等への申請につなげていく意欲があるものが望ましい。 

 

 

2．プレゼンテーション審査 

申請書類のもとづくプレゼンテーションと質疑応答を通して、研究内容を総合的に判断し、 

４（最高点）から１（最低点）までの４段階で評価する。 
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